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今月の法語を前後の分を含めて抜粋します

と、「仏性が目覚めると、今までエゴを先に
ぶっしょう

立てて生きてきて、エゴを満足させるために

奔走してきたが、自分がここにこうして息せ
ほんそう

しめられているだけですばらしいことだと、

他力のはたらきに感動する。実は日常生活に

おいてもこの感動するところに人間があるの

だ。

動物には感動がない。空腹になれば動物も

食べるが、感動がない。いただきますと合掌

するのは感動の表現である。ろくでもない自

分にこうして食物があたえられる。もったい

ないという感動、この感動が我々を人間にす

るのだ」と語りかけています。

かつて平成九年の法語カレンダーの言葉が

「ともすれば 二度のお礼も欠くるなり 三

度の箸は忘れざる身も」というものでした。

私は、この法語は、一日に三回食事をするこ

とが楽しみで待ち遠しいが、朝晩の仏前での
ぶつぜん

二度のお勤めが難しいという、作者の自己告

白ではなかったかと受けとめました。この言

葉が反響をよんだのは、他人事で済ましてし

まうことができないからでしょう。人間に限

らず、すべての生きものは食べなければ、そ

の命を保つことはできません。ただ私たちは

無感動に黙々と食べるだけでよいものでしょ

うか。

〈食べる〉という動物的生活だけで暮らす

のではなく、〈お礼〉でしめされている宗教

的生活こそが、人間であることの証でありま
あかし

しょう。

〈いただきます〉も〈ごちそうさま〉も、

ともに〈ありがとうございます〉で結ばせて

いただきたいものです。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 郵便局前で目を奪われた 「菊」 （１１月２２日撮影・岩野家にて）

十
月
八
日
か
ら
始
め
た
秋
参
り

（
家
庭
報
恩
講
）
、
十
月
二
十
四

日
か
ら
始
ま
っ
た
恩
講
（
地
区
報

恩
講
）
、
も
今
月
四
日
で
終
わ
り

二
百
六
十
四
軒
の
ご
縁
で
し
た
。

数
軒
お
参
り
で
き
な
か
っ
た
お
宅

へ
は
今
年
中
に
お
参
り
に
行
き
ま

す
▼
と
こ
ろ
で
、
お
参
り
の
ご
縁

で
有
難
い
お
言
葉
も
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
主
人
に
は
私

よ
り
最
低
一
日
で
も
早
く
往
生
し

て
ね
」
と
言
っ
て
ま
す
。
私
が
先

に
行
く
と
主
人
が
炊
事
や
家
事
で

不
自
由
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
と
。

炊
事
や
家
事
は
主
に
女
性
の
お
仕

事
な
の
で
し
ょ
う
か
▼
恩
講
の
ご

縁
で
は
あ
り
が
た
い
扱
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
お
茶
う
け
は
羊

羹
で
良
か
っ
た
か
な
？
ケ
ー
キ
が

好
き
と
寺
報
に
書
い
て
あ
っ
た
よ

う
な
！
ケ
ー
キ
は
無
い
け
、
矢
部

ま
で
買
い
に
行
っ
て
こ
よ
う
や
」

と
、
わ
ざ
わ
ざ
矢
部
ま
で
買
い
に

行
か
れ
て
用
意
し
て
あ
り
ま
し
た
。

羊
羹
は
「
よ
う
く
わ
ん
」
の
で
す

が
用
意
し
て
あ
っ
た
の
で
ケ
ー
キ

と
一
緒
に
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
▼
最
後
に
は
お
見
送
り
ま
で
、

そ
れ
も
玄
関
を
出
ら
れ
て
私
が
車

に
乗
る
ま
で
。
美
女
三
姉
妹
で
、

間
違
え
ま
し
た
美
女
姉
妹
と
美
女

お
母
さ
ん
三
人
で
の
お
見
送
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

エ
ヘ
ヘ
！
（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ １２月
２１日（終日）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

12月１日現在アクセス数 137,249人

一

日

深
谷
・
折
立
・
矢
惣
園

報
恩
講

十
四
軒

二

日

藤
本
惠
子
様

三
・
七
日
忌

篠
原
カ
ズ
子
様

七
回
忌

佐
藤
武
一
様

二
十
五
回
忌

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
忌

五

日

西
尾
康
弘
様

二
・
七
日
忌

唐
仁
原
民
子
様

一
周
忌

泉

幸
子
様

一
周
忌

六

日

西
村

茂
様

七
回
忌

木
村

榮
様

七
回
忌

七

日

家
庭
報
恩
講

一
軒

広
瀬

報
恩
講

四
軒

大
石
の
内

報
恩
講

八
軒

八

日

藤
木
智
美
様

三
十
三
回
忌

九

日

藤
本
惠
子
様

四
・
七
日
忌

十

日

第
五
十
二
回
九
州
組
長
研
修

協
議
会(

熊
本
市
・
十
一
日
ま
で)

十
二
日

家
庭
報
恩
講

四
軒

小
川

報
恩
講

七
軒

西
尾
康
弘
様

三
・
七
日
忌

十
三
日

家
庭
報
恩
講

一
軒

那
須
智
子
様

三
回
忌

十
四
日

家
庭
報
恩
講

一
軒

波
帰
地
区

寺
報
配
布

十
五
日

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

立
教
開
宗
八
百
年
宮
崎
教
区

慶
讃
法
要
・
法
要
行
事
部
会

十
六
日

宗
祖
親
鸞
聖
人

御
命
日

藤
本
恵
子
様

五
・
七
日
忌

家
庭
報
恩
講

四
軒

十
七
日

家
庭
報
恩
講

一
軒

本
屋
敷

報
恩
講

九
軒

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
忌

水
流
・
木
合
屋

報
恩
講
十
一
軒

十
九
日

西
尾
康
弘
様

四
・
七
日
忌

長
峰

報
恩
講

八
軒

二
十
日

揚

報
恩
講

十
一
軒

家
庭
報
恩
講

一
軒

二
十
一
日

家
庭
報
恩
講

三
軒

二
十
二
日

ス
ク
ナ
原
・
原
尾
野

報
恩
講

八
軒

家
庭
報
恩
講

四
軒

第
三
回
高
千
穂
組
住
職
会

二
十
三
日

荻
原

報
恩
講

八
軒

藤
本
惠
子
様

六
・
七
日
忌

倉
本

報
恩
講

六
軒

二
十
四
日

道
の
上

報
恩
講

十
七
軒

二
十
五
日

寺
村
観
音
堂

お
参
り

二
十
六
日

西
尾
康
弘
様

五
・
七
日
忌

椎
葉
直
行
様

三
回
忌

二
十
七
日

家
庭
報
恩
講

二
軒

二
十
八
日

家
庭
報
恩
講

五
軒

三
十
日

藤
本
惠
子
様

満
中
陰
、
納
骨

金
光
寺
の
ひ
と
月

鞍岡の１１月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・ １．９℃（５日）
最 高 気 温・２２．８℃（３日）
夏 日 日 数・ ０日/３０日
真夏日日数・ ０日/３０日
猛 暑 日 数・ ０日/３０日
月間総雨量・ 44.0mm(降雨日数・10日)
一日最大雨量・２３．５mm（１３日）

もうすぐ楽しいお正月


